
後
の今年十一
月に、

百聞州利
引
升判ア・
オー

オバオ刻川ヨA叶
ぱ出膚す

aad見通U剖倒泊対ーま

た、
東京以外の場所で旧知

の森首相との会見もあり得

ると報じた。
これに対し総

統府は、「不可簡だ」と否定

したが、
具体的な説明は避

フた。総統府は既に、
訪日実現

に向けて、
水面下での準備

「退任後の訪問に不自然さ一
は「政府関係者と会見させ

はない」
と語り、
日本の世一
ないこと」「海峡両岸問題に

論に配慮する姿勢を見せ一
言及させないこと」
を日本

た。
そしてその際、
李民に一
側に要求した。

を進行中とされている。
こ

付には石原慎太郎・
都知事

や荘銘耀・駐日代表の後押

しも見られる。
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認
か

台湾の中央社は、
自民党

の村上正邦参議院議員が三

月上旬、
李登輝総統による

退任後の訪日招請計画を発

表して以来、同党内の親台、

親中両派の議員聞で摩擦が

空じていると報じた。

それによると村上民は、

三月下旬、
近く予定される

江沢民・中国主席の側近来

日に配慮した野中広務・幹

事長代理から、「（計画の）

慎重な処理」
を求められ、

また青木幹雄・官房長官か

らも計画の暫時中止が要請

された。
しかし村上氏は、

「計画そのものは中止でき

ない」
としている。

間報道は、
もし日本政府

が私人としての訪日まで断

れば、
中国への屈服を意味

することになり、
今後摩擦

は更に強まるだろっと分析

している。
実
現
の
見
通
し

台
湾
紙
報
じ
る

総統選挙に当選した陳水屑氏の故
県郷

郷、
台南県の宮田郷には、
毎日数十台
南閣

の観光パスが訪れ、
実家を中心に観光
ヰ

客が溢れ返っている。
当選から三週間
川川

目の四月八日段階で、
既に六十万人以
剥川

上が訪れており、
今後ますま
す増加の
品川

見通し。
季最高人気の観光地だ。

観

実家（写真、
上・下）
には朝から晩
の

まで大勢の人が押し寄せ、
辺りに出現
気

した記念品などの業者は大繁盛とい
aヘ

ぅ。
しかし気の毒なのは陳氏のお母さ
高

んで、
終日接待や握手、
記念撮影に追
呈又

われ、
体調を崩しがちになった。

13

四月十二日の台北国際放

送によると、
中国政府関係

者は最近、
北京の日本大使

館における非公式会見で、

李登輝総統の訪日に関し、

台湾の一
部メディアは四

月九日、
李登輝総統が退任

表団と会見した。陳氏は「民

進党は日華懇との関係は浅

いが、今度は交流を進める」

と約束した。
また同日、
民主党議員の

仙谷由人民、
池田元久民ら

の訪問も受けた。
鳩山・党

代表の親書を受
け取った陳

民は、「鳩山氏にアジアの青

年政治家の
暫香組織結成を

建議している。
自分は訪日

できないので、
台北に来て

活動を進めてほしい」
と語

った。

「法制日報」
は「中日関係

の改善の可能性は小さい」

主の見方を示した。
しかし

「中国青年報」
は「親台色

を帯びていても、
就任後は

慎むはず」
と論じた。

台
湾
政
府

森
新
首
相
に
期
待

「日台関係に影響なし」

台湾に友好的な姿勢をと

ってきた森喜朗首相の就任

に、
台湾の政界、
マスコミ

は大方、「非常に良いニュー

ス。
両国関係の密接さに影

響はないはず」（程建人外交

部長H外相）
と期待感を見

せている。一
方中国でも、

森首相の「親台湾」
姿勢に

関心を向けていた。
中国紙

日甲緊
本吉肩

員 菜 氏
空 襲
見

陳水南・次期総統は三月

三十一
日、
自民党の麻生太

郎氏、
高橋一
郎民、
武見敬

三氏ら日華議員懇談会の代

た事だ。これは中国大陸に対し、

台湾の独立性を示すと同時に、

一
方では不必要な衝突を望んで

いないという現状維持指向の強

さも明確に示した
訳だ。

陳水肩民
は選挙戦中から、
当

選後も国名国旗を変－忍す、一方

的に独立宣言もしないと言って

いたが、
今後の対中国政策、
内

政外交すべての面にわたって硬

軟双方をうまく使いわけ、
又現

実路線をとる上で、
より多くの

選択肢を、
国間か彼に与えた形

になっている。

組閣人事について取りざたさ

れているが、
事前の予想以上に

現実路線をとっており、
内外に

大きな安心感を与えるものにな

っているょっだ。
－
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次に今後の
政策だが、
国民が

今最も期待しているのは、
内政

改革であろう。
宋楚添
早川か連戦

氏に二百万票近い差をつけたの

も、
国民が従来の内政に大きな

不満を持っていたのが原因とさ

れる。
李登輝総統の下で政治の

民主化が着実に進んだが、
黒金

政治、
司法の不公正などの改革

には手がつけられず、
むしろ悪

化したとされ、
これが国民党へ

の批判ともなった。
ζ
れらの改

革は国民党には期待できないと

いわれる。
この点で陳水肩氏への期待は

極めて高く、
今後の評価も第一

にこれに係っている。

さて、
海外で注目される対中

国政策であるが、
硬軟双方を使

いわ甘、
うまく着地点を模索す

るという極めて現実的なものと

なるであるつ。
この
去五表現

が適切かど
っか分か
らないが、

過度の緊張を繰り返し、
結果的

に落ち着くところに落ち着くと

予測する。
国共内戦の歴史をも

つ国民党より、
むしろうまくゆ

くとの見方も少なくない。

経済的、
人的交流はより進展

するものと思われる。
実際、
不

確定要素
が多いのはむしろ中国

大陸の方であって、
その内政事

情の安定が大きな要素の一
つで

あると私は考えている。

－

A’

 

今回
の選挙結果
を情緒的に考

えないで欲しいと考える。
日本

のマスコミの中には、
独立か統

一
かという形での報現
官立つ

が、
単にそのょ
っまものではな

い。
過去十数年間の民主化プロ

セスの中で、
台湾の国民は着実

にその成果をあげ、
実に見事な

選択をしてきた、
又今後もそう

であり続ける筈である。

東アジアの繁栄と発展、
そし

て平和
と安全のために、
日本の

各界の皆様のより一
層の理解と

支援をお願いしたい。

総
統
選
と
新
政
権
の
動
向

社）亙東親善
謹
翠服
張

建
国

三月十八日の総統選挙で、
野

党民進党の陳水一扇一氏が中華民国

第十代総統に当選した。
先ずも

って、
曽ての立法院の同僚とし

て、
心より祝意を表したい。

さて今回の結果を分析する

に、
選挙は国民党の連戦、
民進

党の陳水肩、
そして国民党
を除

名された無所属の宋楚喰三民の

争いであった。
当初は宋民の人

気が群を抜いていたが、
その後

スキャンダル問題で支持率が低

下し、
三つ巴の戦いとなった。

結果は当選ラインとされた四

百五十
吾
妻陳、宋両民か越え、

連戦
現副総統は二百万票の差で

敗れた。
陳、
宋両民の差は得票

率にして二Mm余りに過
芳子J、
陳

民は南部で豆大量得票に支－えら

れてのかなりのきわどい勝利で

あった。
選挙戦終盤での李遠雷

氏等の支持表明がなげれば、
状

回円か異なった可能性も有る。

国民党から見れば、
分裂選挙

になった事が最大の敗因という

ことだろつが、結果から見れば、

今回の台湾国民の選択は、
見事

な位にバランスのとれたものと

なった。
第一
は、
内外に台湾の民主化

の成熟度を強くアピールできた

事だ。
世界
の注目の中で、
政権

交代
が選挙によって行われたと

いう価値は非常に大きい。
第二

は、
陳水肩民の得票率が約三九

%という実
戸参な数字になっ
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